
264 天界242

た よ り

拝啓（前略）先年の北海道にて見たるあの素晴らしきコ・ナの状景，夢の如く

思ぴ出され候．此の一回の維験より，吾人素人にも，も一度見る三三あらば，

かうもせん，あXもしたしと，反省せらる螺占一二に止まらす候、その中不肯

として「コロナの肉眼的の大さ」の問題に候．前年の時の結果は人々により，

或は太陽の一倍といぴ，叉二倍，三倍，私共は少くとも七，八倍は展開してみ

たと感じたる馬のに候へ共，誰れも数量的に測定せられぎりし事を遺憾に存じ

候．私の如き，若し前以て，之の問題を老へてるたなれば，十分にコロナ展開

度を観測するに適したる度盛り入りの双眼鏡を持ち居たるに，然る輕験なきた

め，後よりそれと餌づきし衣第に候．即ち，私の持ちし双眼鏡の一方のレンズ

に圖の如く度盛りを施しありしものに候（圖略す一編者）．之れによってコuナ

展開度に注意せば，難なく測れた筈に候．初の経験なりしため，切角の機械を

無駄に終らしめたる～二と，今に残念に存じ居る次第に候．

　就而は，先生今回の観測には，叉種々の目的にて到底，右様の素人的要求御

願に慮じ二三べき飴裕なぞ，之れなかるべくと存じ候へ共，「肉眼的コロナ展開

度」の測定を試み下さらば乏存じ候．御観測主題の御妨げにならぬ野田に於

て，希望申上げ候．（後略）　　　　　　　　　　　　　津田雅k

　　　　　　　　　　　　編　輯　室　よ　リ

　今秋の日蝕のための特輯號を蔽に途る．猫ソの三岡が始まったので，此の日

蝕を槻諭する責任と光榮とは我々日本人にのみ與へられたと老へられる．公私

の各藩測隊の上に幸多からんことを念ぜざるを得ない．△先年，北海道の日蝕

を見．る機倉の無かった人々は，是非この度は二心へ出かけ給へ．これを外すと

將來，永い間，我が國で日蝕は見られないのだ．（尤．も・1943年の極寒の季節に

北海道で早朝の低い東天に見えるものがあるに：はあるが………）
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